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基本施策１ 情報共有の仕組みづくり 

 

【施策の方向と取組項目】                      重点的に取り組むものについては★印を表示しています。 

施策の方向 取組項目 

（１）多様な媒体による情報提供とネットワーク化 

①「参画と協働」に関するホームページの充実 

②地域カルテの作成 ★ 

③まちづくり出前講座の実施 

（２）市民公益活動に関する情報提供の充実 ④市民公益活動情報の一元的な発信 

（３）多様な主体の情報が交流する場の充実 ⑤ラウンドテーブルの開催 ★ 

 

【施策評価指標】 

名称 方向性 
参考 

(H22) 

参考 

(H23) 

基準値

(H24) 

実績値 目標値 

(H29) 

定義 

（H25) （H26） 

住んでいる地域の必要な情

報が入手できると感じてい

る市民の割合 

 

- - ６６.９% ６５.５％ ６３.３％ ６８.９% 市民実感調査より 

必要な市の情報が入手でき

ると感じている市民の割合 

 

５３.６% ５３.８% ６４.８% ６９.７% ６０.１％ ６６.５% 市民実感調査より 

自治会やコミュニティの活

動に関する情報が入手でき

ると感じている市民の割合 

 

- - ６８.９% ６２.８% ５９.７％ ７１.０% 市民実感調査より 

ボランティアや NPO の活動

に関する情報が入手できる

と感じている市民の割合 

 

- - ２５.１% ２１.８% ２２.４％ ２５.９% 市民実感調査より 
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【取組項目】 

内容 成果目標等 Ｈ26 年度の取組み 担当課 

①参画と協働に関するホームページの充実 

「市参画と協働のまちづくり推

進条例」をはじめ、市民参画、市民

公益活動や協働に関する情報を掲

載したホームページの充実を図り

ます。 

コンテンツの充実、

情報の一元化 

■ 「参画と協働」のページ 

まちづくり出前講座、パブリックコメント、市民協働事業提案制度等に関す

る情報の追加・更新を行った。 

■ 「地域分権・コミュニティ」のページ 

地域夢・未来ブログを開設し、コミュニティ組織を中心とした各地域での取

組みや地域分権制度の適用に向けた動きなど、地域づくりに関する情報を発信

した。 

■ 「自治会」のページ 

自治会の活動を写真等で紹介した。 

■ 「市民活動」のページ 

市民活動センターのホームページ及びブログで、市民活動センターの活動状

況やセンター運営の日々の様子などを更新した。 

広報課、参画

協働室 

★②地域カルテの作成 

地域の課題や資源等を書き込ん

だ地域カルテを地域住民とともに

作成し、市と地域住民が地域の状況

を共有し、今後のまちづくりに生か

します。 

概ね小学校区単位

で、14 地域の地域

カルテを作成 

１４の概ね小学校区単位で、地域カルテ（案）を市で作成した。 

人口・世帯の状況、産業別就労人口・事業所構成、持ち家比率、高齢単身者世

帯、火災発生件数、自治会加入率などの地域情報を記載している。 

各地域で地域別計画を策定する際の参考資料として活用いただいた。 

 

参画協働室 
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内容 成果目標等 Ｈ26 年度の取組み 担当課 

③まちづくり出前講座の実施 

市民の要望に応じて職員が出向

き、市行政のしくみや制度、事業の

内容などについて説明する「まちづ

くり出前講座」を見直し、実施しま

す。市民と市が情報を共有し、市民

の市政への関心や理解を深めても

らうことにより、参画と協働のまち

づくりを推進します。  

特に、市民参画の手段としての

「意見提出手続」（パブリックコメ

ント）に関わる事業については、出

前講座を実施するなど積極的に PR

に努めます。  

平成 23 年度参加者

数 4901 人 

  ↓ 

平成 29 年度参加者

数 10,000 人 

市民の皆さんのご要望に応じて職員が出向き、市の仕組みや制度、事業の内容

などを説明する≪行政編≫と、市民が講師となり、まちづくりに関する講座を行

う≪市民編≫を実施した。 

（開催回数：１８７回、参加者数：８２１０人） 

参画協働室、

出前講座実

施課 



 
 

4 

 

内容 成果目標等 Ｈ26 年度の取組み 担当課 

④市民公益活動情報の一元的な発信 

市民活動情報紙「せーの」や社会

福祉協議会のボランティア情報紙

「にじ」などの情報紙、また各地域

が作成しているホームページなど

により、個別に発信している情報を

統合し、市民の公益的な活動を一元

的に情報発信できるツールを作り

ます。また、市内・市外における先

進的な取り組みについても情報発

信します。 

事業者には今後さらに地域の一

員としての社会貢献活動が期待さ

れるため、事業者に向けての情報発

信も行います。 

各所管が個別に情

報発信しているも

のについて、媒体や

情報を一元化 

取組はできなかった。 

広報課、参画

協働室、産業

振興課、福祉

政策課（社会

福 祉 協 議

会）、各公民

館など 

★⑤まちづくりラウンドテーブルの開催 

市全体や各地域において、自由な

雰囲気で意見交換できる「まちづく

りラウンドテーブル」を開催しま

す。誰でも参加することのできる自

由な雰囲気の場を設定することで、

多様な主体の情報が交流し、参加者

が自発的に連携・協力体制を築いて

いくことができます。 

全市的なラウンド

テーブル 10 回/年、

地域ラウンドテー

ブル 20 回/年 

中間支援ＮＰＯと共に実施に向けた検討を行い、２７年度から協働事業として

地域ラウンドテーブルを実施することになった。 
参画協働室 
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基本施策２ 担い手の発掘、育成、活動支援の仕組みづくり 

 

【施策の方向と取組項目】重点的に取り組むものについては★印を表示しています。 

施策の方向 取組項目 

（１）担い手の発掘・育成にかかる施策の充実 
①まちづくり連続講座の開催 

②組織力ＵＰ講座の開催 

（２）財政的支援の充実 
③市民協働事業提案制度の創設 ★ 

④自治会加入促進活動への補助 

（３）市民公益活動にかかる活動拠点の充実と連携 ⑤市民活動センターや自治会館などの利便性の向上 

（４）気持ちや活動をつなぐ中間支援機能の充実 
⑥市民活動センターやボランティア活動センターなどの中間支援機能の強化と連携

の強化 ★ 

 

【施策評価指標】 

名称 方向性 
参考 

(H22) 

参考 

(H23) 

基準値

(H24) 

実績値 目標値 

(H29) 

定義 

（H25) （H26） 

自治会やコミュニティの活動

に参加している市民の割合 

 

- ３７.３% ４１.５% ３７.５% ３８.０％ ５０.０% 市民実感調査より 

ボランティアや NPO などの活

動に参加している市民の割合 

 

- ７.５% １０.１% １１.６% １３.６％ ３０.０% 市民実感調査より 
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【取組項目】 

内容 成果目標等 Ｈ26 年度の取組み 担当課 

①まちづくり連続講座の開催 

まちづくりに参加するきっかけづく

り、まちづくりリーダーづくりなど、ま

ちづくりの担い手を発掘・育成すること

を目的として、連続講座（講演会）を開

催します。 

５回/年 

■ ひと・まちおこしセミナーの開催 

市民の皆さんを対象に、参画と協働のまちづくりを進めるためのスキルを学ぶ

講座を開催した。「人×人 対話から学ぶ“つながる力”」というテーマで全３

回の講座を開催した。 

（開催回数：３回、延べ参加人数：６３人） 

 

参画協働室 

②組織力ＵＰ講座の開催 

市民公益活動団体に対し、組織の管理

面（財務、総務、労務など）と運営面（事

業計画、リスク管理、広報、資金調達な

ど）の両面を学ぶ講座の開催やアドバイ

ザー派遣を行い、組織の管理・運営を行

える人材の育成・支援を図ります。 

２０回/年 

■ 市民活動に関する講座の開催 

市民活動センターにおいて、ＮＰＯ法人の持続可能な運営をサポートする講

座、グループ活動のお悩み解決講座、市民企画講座、市民講師デビュー講座、参

画と協働についての啓発講座などを開催した。 

（開催回数：１５回、延べ参加人数：１７１人） 

参画協働室 
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内容 成果目標等 Ｈ26 年度の取組み 担当課 

★③市民協働事業提案制度の創設 

市民公益活動を行う団体等が、地域課

題を解決するために、市と一緒に取り組

むことでより効果が高まる事業を市に

提案したり、市がテーマを提示して市民

公益活動を行う団体等から広く企画提

案を募り、採用されたものに対し、助成

等を行います。 

５件/年 

■ 市民協働事業提案制度（テーマ型） 

 市が設定した２つの協働事業のテーマについて、ＮＰＯやボランティア団体など

から専門性や柔軟性を生かした提案を募集したところ、１事業について提案があ

り、事前協議の結果、２７年度から協働事業を実施することになった。 

参画協働室 

■ 市民協働事業提案制度（自由提案型） 

市民公益活動団体等が実施する自主事業で、社会的課題や身近な地域課題など

を解決し、第５次総合計画に沿ったまちづくりを進める事業の提案を募集し、公

開プレゼンテーションによる審査を行い協働事業として採択された事業につい

て事業費の２分の１(上限２０万円)を補助する市民協働事業提案制度(自由提案

型)を創設した。 

３団体から協働事業の提案があり、公開プレゼンテーションによる審査の結果

３団体を採択し、補助金を交付した。 

参画協働室 
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内容 成果目標等 Ｈ26 年度の取組み 担当課 

④自治会加入促進活動への補助 

自治会が実施する加入促進活動に対

し、必要な経費について補助を行いま

す。 

２０自治会

/年 

■ 自治会加入促進活動事業補助金 

自治会加入促進の支援として、自治会加入促進活動のために実施する事業に対

して補助金を交付した。 

（件数：１８件、交付金額：811,200 円） 

参画協働室 

⑤市民活動センターや自治会館などの利便性向上 

市民公益活動の拠点である市民活動

センター、公民館、コミュニティセンタ

ー、自治会館などの利便性向上に努め、

活動の推進を図ります。 

利用者満足

度アンケー

トにより捕

捉 

■ 市民活動センターの利便性向上 

市民活動グループの活動支援（活動拠点や情報の提供、パソコン、複写機等事

務機器の提供など）などを行い、利便性向上に努めた。 

（利用者アンケート結果：設備や備品の使いやすさについて７９％が良かったと

回答） 

参画協働室 

■ 自治会館整備事業補助金 

自治会の活動支援として自治会館の増改築などの整備事業に対して補助金を

交付した。 

（支払額 4,530 千円） 

参画協働室 

■ コミュニティ活動設備等整備事業助成金 

 ・ 輪転機及び複写機整備事業 

多田東小学校区コミュニティ推進協議会が複写機を整備する際に、事業費の

半額を助成金として交付した。 

（支払額：165 千円） 

参画協働室 

■ 公民館の利便性向上 

公民館登録グループの活動支援（活動拠点や情報の提供、パソコン、複写機等

事務機器の提供など）などを行い、利便性向上に努めた。 

各公民館 
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内容 成果目標等 Ｈ26 年度の取組み 担当課 

★⑥市民活動センターやボランティア活動センターなどの中間支援機能の強化と連携の強化 

市民公益活動団体同士や事業者、行政

とをつなぐため、市民活動センターや社

会福祉協議会など中間支援機能の強化

を図るとともに、連携機能の充実を図り

ます。 

利用者満足

度アンケー

トにより捕

捉 

■ 市民活動センターの中間支援機能の強化 

市民活動・ＮＰＯサポート相談の実施などにより、市民公益活動団体同士や事

業者、行政とをつなぐ中間支援を行った。 

（利用者アンケート結果：職員対応について９６％が良かったと回答） 

参画協働室 

■ ボランティア活動センターの中間支援機能の強化 

社会福祉協議会にボランティア活動センターの人件費や経常経費などの補助

を行い、市民ボランティア団体の育成や活動拠点などボランティア活動が安定的

に行えるよう支援を行うことで、中間支援組織の強化を図り、市民公益活動団体

や事業者、行政の連携機能の充実を図った。 

福祉政策課

（社会福祉協

議会） 
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基本施策３ 意識啓発の仕組みづくり 

 

【施策の方向と取組項目】 

施策の方向 取組項目 

（１）庁内協働推進体制の整備 
①地域情報等の庁内ＬＡＮ掲示板での情報提供 

②協働推進本部会議の設置 

（２）市民公益活動や協働に対する市職員の意識の向上 
③職員研修会の開催 

④行政経営マネジメントサイクルへの「参画と協働」視点の位置づけ 

（３）市民公益活動や協働に対する市民意識の向上 
⑤講座やイベントを通した市民意識の醸成とフォローアッププログラムの提供 

⑥地縁団体同士、志縁団体同士または相互の交流会の開催 

 

【施策評価指標】 

名称 方向性 
参考 

(H22) 

参考 

(H23) 

基準値

(H24) 

実績値 目標値 

(H29) 

定義 

（H25) （H26） 

仕事を進めるうえで、「参画と

協働」を意識している職員の割

合 

 

５２.２% ４６.６% ４７.９% ５０.３% ５０.０％ ６０.０% 
職員アンケート調査よ

り 

自治会などの地域活動に参加し

ている職員の割合 

※ H22～24 は自治会に加入してい

る職員の割合 

 

※７０.７% ※６８.９% ※６８.０% ４９.５% ４４.４％ ７０.０% 
職員アンケート調査よ

り 

ボランティアや NPO などの活動

に参加している職員の割合  

 
１６.８% １４.６% １４.７% １９.９% １７.２％ ３０.０% 

職員アンケート調査よ

り 

自治会やコミュニティ、ボラン

ティアや NPO の地域づくり活動

によって、お互いに支え合って

いると思う市民の割合 

 

- - ５９.８% ５５.４% ５２.９％ ７０.０% 市民実感調査より 
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【取組項目】 

内容 成果目標等 Ｈ26 年度の取組み 担当課 

①地域情報等の庁内ＬＡＮ掲示板での情報提供 

地域情報を積極的に職員に配信す

ることにより、職員が地域活動の現状

を知ることができます。さらに、現状

を知ることで、地域活動への職員参加

を促進し、職員の参画と協働のまちづ

くりへの理解を深めます。 

地域情報をよく知

っていると感じる

職員の割合 

■ コミュニティ組織広報紙の情報提供 

  コミュニティ組織が発行している広報紙について、庁内ＬＡＮ掲示板にお

いて、11 組織で延べ３３回の情報提供を行った。 

参画協働室 

■ 庁内瓦版の発行 

  職員の意識啓発のために、庁内瓦版「協働まっしぐら」を２回発行した。 
参画協働室 

②協働推進本部会議の設置 

行政内部での協働に関する情報を

共有し、横断的に動ける組織にするた

め「協働推進本部会議」を設置します。 

開催回数 

４回/年 

 参画と協働のまちづくりに関する全庁的な情報共有を図り、施策の総合調整

を行うため、協働推進本部会議を設置した。 

 地域分権制度にかかる条例制定や取組状況、参画と協働のまちづくり推進に

関する取組状況や推進計画の進捗状況、参画と協働のまちづくりに関する職員

アンケート結果などをテーマに会議を開催した。 

（開催回数：４回） 

参画協働室 
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内容 成果目標等 Ｈ26 年度の取組み 担当課 

③職員研修会の開催 

「参画と協働のまちづくり」につい

ての職員意識の向上に向けて、研修会

を開催します。 

 

参加者数 

１００人/年 

■ 参画と協働のまちづくり研修の実施 

概ね３９歳以下の職員を対象に、参画と協働の事例紹介、市の様々な部署

において市民等と協働して取り組んでいる事業の中から設定した「体験プラ

ン」への参加、今後の仕事へ生かす気づきを得るためのワークショップを行

った。 

(参加者：２４人) 

参画協働室 

■ 初任者研修（秋期）の実施 

「参画と協働」のカリキュラムにおいて、内部講師が参画と協働のまちづ

くりの背景や市の取り組みなどについて講義を行った。 

（参加者：４１人） 

 

■ 新任主査・主任研修の実施 

「参画と協働」のカリキュラムにおいて、内部講師による講義を行った。 

「ＮＰＯとの意見交換会」のカリキュラムにおいて、ＮＰＯ法人と連携し、

ＮＰＯ法人についての講座やワークショップ形式によるＮＰＯ法人との意

見交換を行った。 

（参加者：４６人） 

職員課 
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内容 成果目標等 Ｈ26 年度の取組み 担当課 

④行政経営マネジメントサイクルへの「参画と協働」視点の位置づけ 

「計画（plan）」、「実施（do）」、

「評価（check）」、「改善（action）」

の各段階において、「参画と協働」の

視点を持つことにより、職員の意識を

高めます。 

行政経営品質向上

プログラムにおい

て、「参画と協働」

視点を部の重点目

標に設定 

事業ごとに参画と協働の取組状況を作成し、参画と協働のまちづくり推進に

あたっての課題と今後の方向性を記載した。 

また、決算成果報告書において、事業ごとに参画と協働の視点から自己評価

を行い、今後の方向性、見通しを記載した。 

 

参画協働室 

⑤講座やイベントを通した市民意識の醸成とフォローアッププログラムの提供 

各所管が実施している講座やイベ

ントを通して、市民公益活動の意義や

活性化に必要なことを、多くの人が共

有し、意識の醸成を図るとともに、そ

の経験を活かすためのプログラムを

提供します。 

全講座に占めるフ

ォローアッププロ

グラムが提供され

ている講座の割合 

■ 文化財ボランティア養成講座 

文化財資料館での市内文化財講座や現地学習などを実施した。 

講座終了後は、修了生の有志が川西市文化財ボランティアガイドの会に加

入し、市内文化財のガイドや市主催の文化財関連事業のサポートを行ってい

る。 

（開催回数：８回、参加者（のべ）：５８人） 

社会教育・

文化財課 

■ おはなしボランティア養成講座 

図書館、公民館、幼稚園等でおはなしボランティアとして活動中の者を対

象に、技術向上と将来おはなし会の指導者となる人材の養成を目的に講座を

実施した。 

講座修了後は、各々の活動先にておはなしボランティアとしての活動を継

続している。 

 （開催回数：１３回、参加者（のべ）：５８人） 

 

中央図書館 
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内容 成果目標等 Ｈ26 年度の取組み 担当課 

■ 点訳ボランティア養成講座 

  図書館では、視覚障がい者が読書に親しむため、点字図書の作成・編集を

継続的に行っており、この作業に従事するボランティアを養成することを目

的に、点訳に係わるパソコン入力の基礎的な知識習得のための講座を実施し

た。 

  講座修了後は、中央図書館にて点訳ボランティアとしての活動を行ってい

る。 

 （開催回数：５回、参加者（のべ）：３５人） 

 

中央図書館 

■ 音訳ボランティア講座 

  図書館では、視覚障がい者が読書に親しむため、録音図書の作成・編集を

継続的に行っており、この作業に従事するボランティアを対象に、技術向上

を目的として講座を実施した。 

  講座修了後は、中央図書館にて音訳ボランティアとしての活動を行ってい

る。 

 （開催回数：１回、参加者（のべ）：２０人） 

 

中央図書館 

■ まちづくり講座の開催 

市の諸計画（地域福祉計画、男女共同参画プラン、人権行政推進プランな

ど）を進めるにあたっての人材育成やスキルアップを目的とした講座、公民

館登録グループの育成、現代的課題への関心、市民意識の醸成を図り家庭や

地域社会などに活かす機会となる講座を９公民館で開催した。 

（開催回数：66 回、参加者（のべ）：1,920 人） 

 

各公民館 
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内容 成果目標等 Ｈ26 年度の取組み 担当課 

⑥地縁団体同士、志縁団体同士または相互の交流会の開催 

多様なまちづくりの主体が交流す

る機会を設けることにより、他団体の

取り組みを学び、生かすことができま

す。また、様々なネットワークが生ま

れます。 

５回/年 

■ 市民活動センターにおける交流会の開催 

市民活動センターにおいて、「川西市ＮＰＯ法人ネットワーク交流会」「パ

レットかわにし☆フェスタ」などの交流会を開催した。 

（開催回数：３回） 

 

■ 川西市コミュニティ協議会連合会における交流会の開催 

  市内１３コミュニティで組織されている川西市コミュニティ協議会連合

会において、「役員研修会」「分野別交流会」等を開催し、コミュニティ同

士の交流を深めた。 

（開催回数：３回） 

参画協働室 

 


